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城西中学校区 校番９ 福山市立 泉小学校 
   

 最終更新日 2024 年（令和 6 年）10 月 1 日 

 ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと、各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

○「子ども主体の学び」を目指し、小・中学校

が連携して研究・実践を行い、授業改善を進

めており、児童生徒の授業に対する意欲、積

極性は高い。 

○行事等を通して、小・中学校とも集団づくり、

児童生徒の主体的な活動に取り組んでおり、

意欲的に頑張る児童生徒は増えている。 

●読書活動や書く活動の充実に取り組み、児童

生徒の表現力を高める必要がある。 

●小・中学校が緊密に連携し、引き続き不登校

生徒減少への丁寧な取り組みが必要である。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
コミュニケーション力・表現力・忍耐力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
地域に愛着と誇りをもち、心豊かにたくましく生きる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

○自己肯定感を高める。（小中合同ボランティア活動・中学校オープンスクール） 

○コミュニケーション力・表現力・忍耐力をつける。（校区公開授業研究） 

○健康への意識を高め、体力向上を図る。 

（体力向上の取組・体力テストの分析・生活改善の取組・校区保健だよりの発行） 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

自己表現の仕方やコミュニケーションの取り方に課題がみられる。問題解決にむけ

て、児童一人一人の思いに寄り添いながら取り組んできているが、朝、定刻に登校す

ることが難しい児童もいる。また、学力面においては、各種調査において、結果を上

回る学年があるものの全体的に読解力や活用問題に課題がみられる。新体力テスト

は、走力や柔軟性などに課題がみられた。体育の授業でこれらの課題が改善できる運

動を取り入れて実施している。 

＜授業＞ 

・個別最適な学びを取り入れ、児童の振り返りから授業改善に取り組んだ。引き続き、

アセスアンケートや児童の振り返りから、「児童一人一人の学びやすさ」を分析し、学

びの環境づくりに取り組んでいく。 

・職員が実践交流や教材研究を計画的に行い、児童が成長を実感できる振り返りを実践

した。さらに、学校全体で振り返りの視点を明確化して、児童がより成長を実感し、

次の学びにつながるように取り組む。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
コミュニケーション力・表現力・忍耐力 

めざす 

子ども像 

全

学

年 

〇自分や他者を理解し、自ら考え判断し、表現する子ども 

＜表現力＞ 

 様々な場面で言葉や技能を用いる。 

信頼できる知識や情報を収集し活用する。 

＜コミュニケーション力＞ 

 目標を達成するために、他者と協働する。 

意見の対立や理解の相違を互いの違いを認め合いながら解決する。 

＜忍耐力＞ 

 感情をコントロールし、ルールを踏まえて建設的な意見を述べる。 

見通しをもって計画的に行動し、軌道修正しながら最後までやり遂げる。 
   

研究 

テーマ 学ぶことへの面白さを感じ、学びに向かう力を伸ばしていく授業づくり 

内容等 
・「学びが面白い」と実感する個別最適な学びの実践 

・子ども・教材への理解を深める教材研究 

めざす授業の姿 

・個別最適な学びを通して、子どもたちが面白さを感じられるような授業 
・個別や仲間との学び合いを組み合わせ、課題解決していく授業 
・個の学びを見取り、児童が「できた」「わかった」「次はこうしてみたい」という思 
いや自信がもてる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

○学習に対する取組みでは、各校とも児童生徒

が意欲的に授業に取り組んでいる様子が見

られ、一定の成果が出ている。 

○これまでできなかった様々な活動や行事が

できるようになり、子ども達が生き生きとし

ており、楽しく学校生活を送っていると感じ

られる。 

●読書活動や書く活動など、小・中学校が連携

して取り組むことで、児童生徒の読む力、表

現力の向上を図っていくことが大切である。 

 

ミッション 

児童が自ら学び、相互にかかわり高め合う教育活動を行うことで、次世代を担

う人材を育成する。 

 
学校教育目標 

自ら学び、仲間とともにたくましく生きぬく子どもを育てる 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                               

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経
営 
目標の達成状

況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 

課題を見出し、解決

に向けて挑戦する意

欲と諦めずに学び続

ける力を付ける。 

★ 
継

続 

児童一人一人の

知っていること

を生かした学び

を展開し、児童が

自らの伸びや成

長を実感するこ

とができる。 

・個別最適な学び

を取り入れ、児

童の学習の振

り返りから授

業改善に取り

組む。 

・児童アンケート 
【学びが面白い】 
肯定的回答 
8５％以上 

 
 
 

 

・児童アンケート「学びが
面白い」（７月）９０％ 

…個別最適な学びを取り
入れ、児童の「学びにく
さ」と「足場かけ」を想
定した授業を実践する
とともに、児童の振り返
りから授業改善に取り
組んだ。 

３ ３ 

・アセスアンケートや児童
の振り返りから、「児童
一人一人の学びやすさ」
や「障壁の要因」を分析
し、学びの環境づくりに
取り組む。また、授業改
善シート等で授業づく
りについて職員間で定
期的に協議する。 

 

   

 

・教材研究を深め

るために、研究

体制の刷新を

図った授業づ

くりを行う。学

校全体で振り

返りの視点を

明確化し児童

が学びの成長

を実感できる

よう取り組む。 

・児童アンケート 
【成長実感に関す
る項目】 
肯定的回答 
８５％以上 

・児童アンケート「成長
を実感している」（７
月）８９％ 

…職員で実践交流や教材
研究を計画的に行い、
児童が成長を実感でき
る振り返りを実践し
た。 

３ ３ 

・授業や学びタイム、家庭
学習で「言葉の習得」を
意識した取組を取り入
れ、児童の語彙力を増や
すことで、成長実感につ
なげる。 

・学びの UD の考え方を取
り入れた授業の実践や
実践交流をすることで、
児童に合った学びを展
開する。 

 

   

 

３ 

誰もが自分らしく学

ぶことができる学校

づくりに貢献でき

る。 

★ 
継

続 

学校生活をよ

りよくするた

めに、自分たち

ができること

を考え行動す

ることができ

る。 

・日々の生活や行

事等様々な場

面で、相手意識

をもたせてコ

ミュニケーシ

ョンの機会を

設定する。 

・児童会や委員会、
各学級から全校
へ取組の発信
や、学校生活を
よりよくしよう
と主体的に行動
している児童の
紹介（評価）を
月に５回以上行
う。 

・児童会や委員会、各学
級から全校へ取組の発
信や児童の紹介を月に

１０回以上行うことが
できた。また、教職員
から学校全体の成果や

課題について週に１回
放送し、共通理解を図
ることができた。 

３ ４ 

・学校や学年、学級、さら
には個々の成果や頑張
りを放送し、共通理解・

自己肯定感の向上を目
指す。 

・教職員からの学校全体の
成果や課題の放送を継
続して行う。 

 

   

 

・アセスアンケー

トを実施し、児

童の学校適応

度を見取る。 

・生活満足感の数
値が４０以下の
児童５％以下 

・生活満足感の数値が４

０以下の児童は４．
９％だった。目標数値
を達成することができ

た。 
３ ４ 

・アセスアンケートの結果

を踏まえ、アセスメント
会議を実施し児童への
支援方策を担任だけが

考えるだけでなく教職
員で共有する。 

 

   

 

福山市立   泉小学校 
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３ 

自ら進んで健康保

持、体力向上に努め

る。 

 
継

続 

健康診断、体力

テストの結果

等から、自らの

健康について

課題意識をも

ち、改善に向け

て取り組む。 

・健康診断、体力
テスト等の結
果から、自身の
課題を明確に
し、改善するた
め の 取 組 内
容・方法を決め
て改善に努め
る。 

・自身の健康面・
体力面の課題を
明らかにし、改
善計画を作成
し、実行してい
る児童８５％以
上 

 

 

 

・児童アンケート「自分
は、健康診断、体力テ
ストの結果から、目標
をもって、取り組んで
いる。」（７月）８６％ 

…「チャレンジメディア」
や「ステップアップカ
ード」の取組を通して、
自身の課題を見付け、
改善に向け取り組むこ
とができた。 

３ ３ 

・「生活リズムアンケート」
の結果等から、メディア
の使い方や、就寝時間に

ついての課題を、教職員
同士で確認し、共通意識
をもった上で、継続的に

児童・保護者に呼び掛け
ていく。 

・「めざせ！体力アップ」

を活用し、児童自身が自
分の苦手な動きに対し
ての目標を決め、取り組

んでいく。 

 

   

 

・定期的に全校遊
びや体力づくり
週間を企画し、
継続した体力づ
くりに取り組
む。 

・運動（体を動か
す遊びを含む）
やスポーツが
「好き・やや好
き」と回答する
児童８５％以上 

・児童アンケート「自分
は、スポーツや体を動
かすことが好きであ
る。」（７月）８５％ 

…全校遊びや体力づくり
週間等の取組は実施で
きていないが、運動会
等の体育的行事や、休
憩時間の外遊びを通し
て、体を動かす児童が
増えた。 

３ ３ 

・体育委員を中心に、校内
遊び等を計画し、児童が
体を動かす楽しさを感じ
られるようにする。 

・体育科の授業において、
校内研修等を実施し、児
童が主体的に取り組める
授業づくりに向けた授業
改善を図る。 

 

   

 

１ 

教職員が児童に元

気を与え、職務にや

りがいを感じるこ

とのできる職場環

境を醸成する。 

 
新

規 

自らの個性や

能力を発揮す

る場を設定す

る。 

・教職員が、日々
の取組、自分の
得意分野等に
ついて、文書や
動画に年間２
回まとめ、教職
員間で交流す
る。 

・教職員アンケー
ト「仕事にやり
がいを感じてい
る」９０％以上 

・教職員アンケート 
（８月）92％ 

…夏季休業中に、２つの
視点（①主体性を育む
学びづくり、②学びに
くさを意識した授業づ
くり）から、各教職員
が１学期の実践を書面
や動画にまとめ、全体
で交流をする中で、自
分の業務を振り返り、
今後の取組への見通し
をもつことができた教
職員が増えた。 

3 3 

・教職員が、「自ら伸びる」

という姿勢で業務を進
められるよう、今後、さ
らに一度、実践まとめと

交流の場をもつ。 
・各部会や各担当者間でコ
ミュニケーションを深

める仕組みを整えるこ
とで、管理職や職員間
で、相互の業務について

フィードバックしやす
い雰囲気をつくる。 

 

   

 

ワークライフ

バランスのと

れた業務と生

活 

・会議や校内研修
の内容精選、職
員室環境の整
備等に取り組
み、各教職員が
授業づくりに
集中できる環
境をつくる。 

・時間外在校時間
「年間３６０時
間以内」９０％ 

・時間外在校時間 360
時間（上半期 180 時
間）以内 57％ 

…日々の 18 時の退勤へ
の相互声かけ、週１回
の定時退勤日の徹底な
どを通し、業務時間の
改善は進んでいる。 

３ ２ 

・時間外在校時間月４５時

間以内はほぼ１００％
であるが、年間換算とし
ての月平均３２時間（年

３６０時間）以内は、難
しい現状がある。そのた
め、業務の平準化をさら

に進めることで、業務の
偏りを改善する。 
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